
女性審判員交流会【SHABECLE】開催報告について 

（一社）福島県バスケットボール協会 審判委員会 

 

【開催日時】 令和６年５月２６日(水)・６月２６日（水）・７月１７日（水）  

１９時００分〜２０時００分 

 

【運 営】 福島県バスケットボール協会 審判委員会 普及部 女性部担当 

       石河宏美 高田緩奈 小野塚奈津子 鈴木里美 

 

【参 加 者】 ５月２９日（水） １１名 

６月２６日（水）  ８名 

７月１７日（水）  ９名 ※運営メンバー含 

 

当委員会では、去る令和６年５月２６日(水)・６月２６日（水）・７月１７日（水）の計３回、

県内の女性審判員を対象にオンライン交流会を開催しました。 

この交流会は女性審判員の普及を目的として、直接会える機会が少ない方でもオンラインを

通じて意見交換を行いました。ライセンスや年齢を問わず審判活動で感じている不安や悩みを

共有したり、ルールや審判の役割を再確認したりすることで、より審判活動への意欲が高まれば

と感じております。 

今後もこのような機会を通じて、審判活動の普及に取り組んでまいりますので、御理解と御協

力を宜しくお願い致します。 

 

【参加者からの感想】 

・普段，あまりお話しできない方も多く，そんな皆さんのお話や考え方を伺うことで新たな発見

や自分も頑張ろうという気持ちにさせていただきました。また，私自身は自チームでの練習試

合等で審判をする機会が多くあったり，最近ですと中学校の審判に行く機会も多くいただける

ようになりました。その中で，自分の中でモヤモヤしていたことを実際に言葉にして返答をい

ただけたことで，私だけではないのかと気付くことができました。 

・練習ゲームの研修では中々聞けない内容(仕事や趣味、審判を行う上での気持ち)を聞けて、次

回の交流会や実際にお会いした時に固くならず話せるきっかけになる、と感じました。 

・かしこまった研修会とは違った形で、それぞれの考えを重視しており、こういうのもあるよ、

的な指導、アドバイスのわかりやすさが、とてもよかったなと感じました。 

・自分自身が今まで反省で出た点についての内容が多く非常に勉強になりました。また、コート

上でテーブルレポートを含め、どのような立ち振る舞いをするべきなのかについて再認識する

ことが出来ました。今後は、この交流会を基にさらに自身の審判活動を広げていきたいと考え

ています。 

・様々なお話をお伺いすることができ、とても楽しい時間を過ごすことができました。今回の

交流会を通して、これから審判員として活動してみたいという気持ちがより一層強くなりま

した。まだ実践経験がないので、練習できる機会がありましたら、ぜひ参加してみたいと思

っています。 

 



【交流会の内容】 

                        第１回（５月２９日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回（６月２６日）             第３回（７月１７日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交流会の様子】 


